
活用したワークシート 

令和５年度「ちばっ子学び変革」推進事業（「学力・学習状況」検証事業）研究状況報告書 

木更津市立畑沢小学校 

１ 学校紹介 

  本校は、学級数２１（特別支援４)で児童数５００名を超える中規模校である。 

「未来を生きる畑沢っ子の育成～人とのつながりの中で、知・徳・体のセンスを磨く～」を学校教育

目標に掲げ、学力指導の充実(学力向上)やＩＣＴの活用を重点として取り組んでいる。また、目指す

児童像の１つにある「よく考え進んで学ぶ子」の具現化に向けて、①主体的・対話的で深い学びの実

現②国語力の向上③少人数指導の活用④家庭との連携を指導の中心に捉え、日々の教育活動の実践に

あたっている。 

   

２ 研究主題 

「進んで自分の考えを表現しようとする児童の育成」 

～書く活動を取り入れた国語科学習指導の工夫～ 

３ 研究の概要 

(１)児童の実態と課題 

過去２年の全国学力・学習状況調査の結果から、国語科の平均点は全国や県平均には届いていな

い。特に内容項目「書くこと」で問題形式が「記述式」になると大幅に正答率が低くなる。しかし、

それ以上に本校の課題となったのは、記述式のすべての問題で、県や全国平均より無解答率が高い

ことだ。条件作文（①資料の活用②文章の言葉を入れる③決められた文字数）の問題になると、１

つも条件を満たせない児童や無解答児童は、全国や県平均より大幅に高く目立った。 

    下記の結果は、校内で独自に行った「書くこと」に関する意識調査である。  

 ① 作文や意見文を書くことが得意ですか？ 

得意（２１％）どちらかというと得意（１９％）ふつう（３３％） 

どちらかというと苦手（２１％）苦手（６％） 

② １００文字程度の文字を１週間にどれくらい書きますか？ 

ほぼ毎日（５％）４、５回くらい（５％）２、３回くらい（１７％）１回くらい（３１％） 

全く書かない（４２％） 

   上記の結果から、「書くことへの意欲が低い」「書くことへの苦手意識」「文章を書く機会が少ない」

という３つの課題が見えてきた。 

   児童の実態を受けて、次のような仮説を立てた。 

   国語科の学習の中心に書く活動を継続的に取り入れ、児童の意欲を高められるような学習の工夫

をすれば、主体的に表現しようとするだろう。 

自分の考えを文章で表現できる経験を積み重ね、「書きたい」「書けた」という意欲を持たせる学

習過程を工夫し、その思いを持続させなるなど、自分の考えを主体的に表現できる児童の育成を図

っていく。 

（２）学力向上のための取組 

  ①「全国学力・学習状況調査」を見通した授業改善 

    問題を解いたことがない職員も多かったので、全職員 

で国語科の記述式の３問を解き、どのような力が求めら 

れているのか等を、学年ごとに話し合いを行った。 

（別添） 



   以下は、話し合いの流れと話し合った内容である。   

ａ 問題を解いた感想            ｂ 求められている力 

    ・情報量がとても多い。           ・文章から必要な情報を読み取る力、選ぶ力 

    ・読みとれないと、書けない、進めない。   ・必要な言葉を選ぶ力 

・消すと時間がかかるため、下書きが大切。  ・自分の考えを言葉でまとめる力 

    ・キーワードを抜き出せないと、解けない。等 ・粘り強く取り組む力 等 

    ｃ「書く力」を高めるための、学年ごとのこれからの取り組み 

     ・語彙を増やす ・「てにをは」を正確に使える。 ・文章を読み取る力、読書 

・「自分だったら」の視点で日頃から書く。   ・興味があるテーマで書き、習慣づける。 

・文章を書くための柱立て、要約、条件はヒントという意味を教え、前向きに取り組ませる。 

     ・間違えても大丈夫という気持ちを持たせ、気軽に書かせていく。    
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 〈全職員で問題を解く〉              〈学年で取り組みを話し合う〉                            

② 「授業改善」に向けた講話 

南房総教育事務所の上代博行指導主事より「実践プログラムの活用について」や碇山智生指導

主事より「進んで自分の考えを書いて表現したいという思いを持たせる国語科の学習指導につい

て」の講話を受けた。 

授業改善に向けて①学習課題の質をあげる②語れる集団作り③見方・考えが働く学びを意識し

た授業づくりを行う。「学習者の視点」と「授業者の視点」が相互に関わることで、主体的・対話

的で深い学びの実現へつながり、資質・能力の獲得や生きる力の育成となっていくことを学んだ。 

③ 継続した「書く活動」（短作文）の実践 

目  的：①児童が「書きたくなる」テーマを設定することで【書かされる】から【書きたい】と

いう思いを育てていく。 

②書く活動を継続的に取り入れることで、【書き慣れ】させていく。 

時  間：週に１度、１０分間の朝の短作文を取り入れていった。テーマは、事前に知らせる。 

テーマ：年度当初に、低・高学年別にテーマ一覧表を作成し、学年でその中から決定する。 

用 紙：文字数の違う作文用紙を３種類用意し、児童が用紙を選択する。 

交 流：①学年１名ずつ選出した作文を担当職員が、パソコンに入力し、作文広場に掲示する。                     

②各教室で紹介したり、読み合ったりする。 

     



〈各自で選べる３タイプの作文用紙〉 

〈掲示している作文〉 

  

 

                                

        

                             

 

 

 

  

③ 授業研究会（年２回） 

授業の中に「書けそう」「書きたい」という意欲が持てる学習過程の工夫、その意欲を持続させ

ながら、自分の考えが表現できる児童の育成を図っていけるような授業を展開する。 

〈各学年の展開授業と取り入れた書く活動〉 

学年 単元名（上段）教材名（下段） 本時の中の書く活動 

１ 「けんかした山ブックをつくろう」 けんかをしている山の表情を描き、色塗りを行

い、全体で共有後、吹き出しに山のせりふを書く。 『けんかした山』 

２ 「本を楽しもう」  登場人物の行動や様子を読み取った後、赤おにに

向けた手紙を書く。 『ないた赤おに』 

３ 「絵文字の特長をとらえよう」 教師による報告書モデルと構成メモを活用し、原

稿内容について児童同士で話し合い、報告会の発表

原稿を作成する。 
『絵文字とくらし』 

４ 「不思議な言葉を意識して【印象的な結

末】のある物語の設定や展開を書こ

う」 

 教師モデルの結末を「楽しい」「悲しい」「こわい」

などのカテゴリー別に結末をいくつも考え、文章に

まとめる。 

『ショートショートを書こう』 

５ 「学年図書フェスティバルを開こう」  教師モデルを提示し、学年図書フェスティバルで

おすすめする本を〈あらすじ〉〈印象的な場面〉〈自

分の思い〉などを入れて、推薦文を書く。 
『図書すいせん会をしよう』 

６ 「きみの世界・ぼくの世界・○○の世界」 事例ごとに筆者の考えと自分の考えを積み重ね

ることで、最後に教材全体を通した筆者の心をまと

める。また、同じ筆者の他の哲学書を読み、重ね読

みを行い、更に考えを深めた。 

『きみの世界 ぼくの世界』 

〈短作文ひろば〉 

〈低・高学年別のテーマ一覧表〉 



 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）加配教員（学習サポーターを含む）の活用 

   【指導体制】加配教員を高学年の国語科のＴ２として、週２０時間の配置。 

   【指導内容】 

① 児童への支援 

・支援を要する児童の個別指導を行う。 

・ペアやグループの話し合いが円滑に進むような声かけをする。 

② Ｔ１への支援 

・Ｔ１として授業を進める。 ・範読や児童の音読の確認を行う。     ・指名計画の補助   

・一緒に教材研究を行う。   ・児童の意見や教科書の文章を板書する。 

・ドリルやプリントの採点。    

４ 成果 

○児童が、文章を書き慣れてきたため、全く書けなかった児童も、少しずつ書けるようになってきた。

朝の短作文の時間は、黙々と鉛筆を動かし集中する姿があった。 

○単元を貫く言語活動を設定したことで、児童が相手意識や目的意識を継続しながら学ぶことがで

きた。また、教師は、ゴールがはっきりしているため、つまずく場面の理解や支援など、より細か

な指導を行うことができた。 

５ 今後の課題 

▲短作文や授業の中でも、児童の書く活動の中で、意欲・内容や文量の個人差が広がってしまった。

そのため、児童に応じた個別支援や手立ての工夫が必要である。 

▲授業研究会では、「書く活動」を中心に行ったため、書いたものを交流する時間の設定や交流する

視点の明確さについての取組は十分ではない。書いた後に、どのような活動をするか考えていか

なくてはならない。 

１年生「けんかした山」 ２年生「ないた赤おに」 ３年生「絵文字とくらし」 

４年生「ショートショートを書こう」 ５年生「図書すいせん会をしよう」 ６年生「きみの世界・ぼくの世界」 

せりふ 登場人物へのお手紙 絵文字発表会の原稿 

結末作り おすすめ本の推薦文 

筆者の心＋自分の経験 

→自分の哲学 


